
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３２０ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 文学国語 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 文学国語（筑摩書房） 

副教材等 

プレミアムカラー国語便覧（数研出版） 

グランステップ現代文 論理・文学・実用 ２（尚文出版） 

グランステップ現代文 論理・文学・実用 ２．５（尚文出版） 

大学入試漢字＋現代文重要語 TOP2500 三訂版（いいずな書店） 

イラストとネットワーキングで覚える現代文単語げんたん 改訂版（いいずな書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

文学国語では主に近代以降の小説や詩、短歌などの文学作品を教材として扱います。授業では作品の

読解だけでなく授業で扱った教材に関連する「文化」・「メディア」・「言語」・「芸術」などのテ

ーマを学習します。文学国語では読解力と知識を身につけるだけでなく、文章を正確に理解する能

力を高めるとともに、論理的な思考力、豊かな想像力を身につけることを目標とします。そのため

には言語感覚を磨き、語彙力を養成することが必要です。漢字の書き取り・読み取りを意識的に行

うとともに、意味がわからない言葉と出会ったときは、辞書を引くことを心がけましょう。また、

文章の理解に基づいた話し合いも積極的に行います。 

 

２ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにす

る。 

(2) 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての

自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必
要な国語の知識や技能を身
に付けるとともに、我が国
の言語文化に対する理解を
深めている。 

「書くこと」、「読むこと」の各領
域において、深く共感したり豊か
に想像したりする力を伸ばすとと
もに、他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考え
を広げたり深めたりしている。 

言葉がもつ価値への認識を深めよ
うとしているとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手と
しての自覚をも深め、言葉を通し
て積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方
を深めたりしている。 



※令和４年度以降入学生用 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

     

小説から情景や心情を読み取

り、表現や展開についての自分

の考えをまとめる。 

ａ：作品を通して、 情景の豊かさや心情の

機微を表す語句の量を増し、自ら文章の中

で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊か

にしている。 

ｂ[書]：「山月記」を参考に、文章の構成や

展開、表現の仕方などについて、伝えたい

ことや感じてもらいたいことが伝わるように

書かれているかなどを吟味して、文章全体

を整えたり、読み手からの助言などを踏ま

えて、自分の文章の特長や課題を捉え直

したりしている。 

ｃ：言葉を通して積極的に他者や社会に関

わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの

見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習

を調整しようとしている。 

ワークシート 

 

定期考査 

ワークシート 

 

定期考査 

レポート 

［教材］ 「山月記」 

現実を多面的に捉える想像力

を身につける 

ａ：読解を通して、言葉には、想像や心情を

豊かにする働きがあることを理解している。 

ｂ[読]：構成や展開、表現の仕方を踏まえ、

解釈の多様性について考察している。 

ｃ：筆者の経験から得た主張とそれを支える

根拠を粘り強く読み、学習課題に沿って論

理の展開を分析しようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

振り返りシート 

［教材］「異なり記念日」 

小説から情景や心情を読み取

る 
ａ：筆者の特有の表現に込められた心情に

ついて理解している。 

ｂ[読]：他の作品と比較するなどして、文体

の特徴や効果について考察している。 

ｃ：進んで作品内容を解釈し、学習課題に

沿って文章にまとめようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

振り返りシート 

［教材］「神様」 

身近な題材を取り上げ、問題を

発見する 

ａ：読解を通して、文学的な文章やそれに

関する文章の種類（随想・評論）や特徴な

どについて理解を深めている 

ｂ[話/聞]：作品の内容や解釈を踏まえ、人

間、社会、自然などに対するものの見方、

感じ方、考え方を深めている。 

ｃ：言葉を通して積極的に他者や社会に関

わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの

見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習

を調整しようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

発表資料 

［教材］「実体の美と状況の美」 

現実と非現実とをつなぐ小説の

深みを理解する 

ａ：読解を通して、情景の豊かさや心情の機

微を表す語句の量を増し、自ら文章の中で

使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かに

している。 

ｂ[読]：と他の作品と比較するなどして、文

体の特徴や効果について考察している。 

ｃ：言葉を通して積極的に他者や社会に関

わり、粘り強く言語活動を行う中で、ものの

見方、感じ方、考え方を深め、自らの学習

を調整しようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

グループ内発表 

振り返りシート 

［教材］「捨てない女」 
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柔軟に思考するために新鮮な

着眼点を探る 

ａ：読解を通して、文学の意義を理解し、自

分にとっての文学の意義について問い直し

をすることができている。 

ｂ[読]：文章の種類を踏まえて、内容や構

成、論理の展開などについて叙述を基に

的確に捉え、要旨や要点を把握している。 

ｃ：筆者の表現を積極的に読み解き、その

主張を理解したうえで、学習課題に沿って

自分の意見を具体的に述べようとしてい

る。 

 

定期考査 

小テスト 

ノート 

定期考査 

 

ノート 

 

 ［教材］「文学の仕事」 

小説が開拓した世界観を追体

験する 

ａ：作者が藤野先生と出会って得たものを

正確に捉え、出会いがその後の人生にど

のような影響を与えたのかを捉えることがｄ

きている。 

ｂ[書]：迅と藤野先生との関係を描いた太宰

治の作品「惜別」と、この作品を読み比べ、

感想を発表する。 

ｃ：二つの文章を読み解き、積極的に自分

の考えを述べようとしている。 

ワークシート 

 

定期考査 

ワークシート 

 

定期考査 

レポート 

［教材］「藤野先生」 

柔軟に思考するために新鮮な

着眼点を探る 

ａ：作品におけるにおける文体の特徴や修

辞などの表現の技法について、体系的に

理解し、自ら使っている。 

ｂ[読]：作品の内容や解釈を踏まえ、作者

の比喩表現を理解し、人間、社会、自然な

どに対するものの見方、感じ方、考え方を

深めている。 

ｃ：筆者の表現を積極的に読み解き、その

主張を理解したうえで、学習課題に沿って

自分の意見を具体的に述べようとしてい

る。 

 

 

定期考査 

小テスト 

 

ノート 

定期考査 

 

 

ノート 

 

 

［教材］「化物の進化」 

 

 

後

期 

 

「自己」を追い求める近代の特

色について考える 

ａ：作品に関連のある事項について調べ、

その成果を文章にまとめたり発表したりする

方法を学ぶ。 

ｂ[読]：「読むこと」において、語り手の視点

や場面の設定の仕方、表現の特色につい

て評価することを通して、内容を解釈してい

る。 

ｃ：作品の主題を粘り強く考察し、これまで

の学習を生かして話し合おうとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

グループ内発表 

振り返りシート 

［教材］「こころ」 

 

 

 

 

世界の捉え方を明らかにする 

 

ａ：コミュニケーションと翻訳についての筆者

の考えを理解し、自分の捉え方の違いを認

識している。 

ｂ[話/聞]：「こころ」の先生と Kの「わかりあ

えなさ」について考察し、他者と意見を交

流することができる。 

ｃ：積極的に意見を発表し、グループで考

えを深めることができている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

グループ内発表 

振り返りシート 

［教材］「未来をつくつる言葉」 

 

 

 

選び抜かれたことばの、洗練さ

れたリズムを味わう 

 

ａ： 内容や構成、展開、場面設定や描写の

仕方、表現の特色などを的確に捉え、内容

を解釈する方法を学ぶとともに、多様な解

釈をすることができている。 

ｂ[読]：作品に表れているものの見方、感じ

方、考え方を捉えるとともに、作品が成立し

た背景や他の作品などとの関係を踏まえ、

作品の解釈を深めている。  

ｃ：宮澤賢治の妹への心情や兄妹のつなが

りを粘り強く考察し、これまでの学習を生か

して話し合おうとしている。 

 

 

 

定期考査 

小テスト 

ノート 

定期考査 

 

ノート 

 

 
［教材］「永訣の朝」 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （   ０     ）時間 

  ・書くこと      …  （  ２０     ）時間 

  ・読むこと      …  （  ５０     ）時間 

詩や俳句から作者の思いを受

け止める 

 

 

 

ａ： 詩や俳句の読解を通して、言葉には、

想像や心情を豊かにする働きがあることを

理解している。 

ｂ[書]： 詩や俳句の内容や解釈を踏まえ、

人間、社会、自然などに対するものの見

方、感じ方、考え方を深め、それを自分の

言葉で表現できている。 

ｃ： よりよい作品を作るため、推敲を重ね、

丁寧に言葉を選ぼうという姿勢が現れてい

る。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

レポート 

［教材］「旅情」「N 森林公園の

冬」「俳句」 

 

 

 

文学作品を通して未来への思

考を深める 

 

 

 

ａ： 寛容と不寛容の定義を理解し、対立す

る点について理解を深めることができてい

る。 

ｂ[読]：読解を通して、作品の内容や解釈を

踏まえ、人間、社会、自然などに対するも

のの見方、感じ方、考え方を深めている。 

ｃ：寛容と不寛容の関係についてグループ

で話し合い、自分たちの生活で発生する対

立について積極的に考察ができている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

グループ内発表 

振り返りシート 

［教材］「寛容は自ら守るために

不寛容に対して不寛容になるべ

きか」 

 

異質な価値観のぶつかり合いを

読み解く 

 

 

ａ： 語りの時制や文体・時代背景なども意

識しながら内容を理解することができてい

る。 

ｂ[読]： 夏目漱石「こころ」と読み比べて、

「明治」という時代の特徴について考察する

ことができている。 

ｃ：主体的に作品を読み取り、読み取った

内容を積極的にグループで発言している。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

グループ内発表 

振り返りシート 

［教材］「「舞姫」 

 

 


